
 
 

 
 
 
 
 
 
 

脱炭素社会を目指し、環境分野に関する優れた技術や先進的な取組を広く情報発信し、出展者の皆様の
販路拡大につながるビジネスマッチングや研究開発を促進する「第15回川崎国際環境技術展」を開催します︕ 

新型コロナウイルス感染症の影響により過去２回はオンライン開催となりましたが、３年ぶりにリアルで開催し
ます。一部のセミナー等を公式ホームページで配信するなどオンラインの要素も一部取り入れながら、より魅力ある
展示会として、「持続可能な未来への懸け橋、かわさきグリーンイノベーション」をテーマに、川崎から脱炭素や
SDGs につながる技術や取組を発信します︕ 

 
 
１ 会期・場所  会期︓令和４年 11 月 17 日（木）〜11 月 18 日（金）10:00〜17:00 
            場所︓カルッツかわさき（神奈川県川崎市川崎区富士見１－１－４） 
 
２ テ ー マ  持続可能な未来への懸け橋、かわさきグリーンイノベーション 
 
３ 入 場  無料（入場にはホームページ上での登録が必要です。） 
            ※登録にはビジネスと一般の 2 種類がございます。 
 
４ 出展団体数  １１４団体（うち、新規出展団体は３９団体） 
 
５ 主なポイント 

（１）新たなビジネス展開へとつながる多彩な講演・セミナー  
ＳＤＧｓや脱炭素等をテーマに、新たなビジネスの展開へとつながる多種多様なプログラムを実施します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ４ 年 １ １ 月 1 日 
市 長 記 者 会 見 資 料 

株式会社 arca CEO 
Creative Director  

〜３年ぶりのリアル開催〜 
第 15 回川崎国際環境技術展を開催します︕ 

国際ジャーナリスト 
 

真のサステナブルとは︖ 
『共創』について考える 

海外の SDGs への取組と、 
いま日本に必要な考え方 

基調講演 
（※ビデオメッセージ） 

モーリー・ロバートソン 氏 末吉 竹二郎 氏   愛沙子 氏 

第 12 回川崎国際環境技術展の様子 リアル 

 

国連環境計画 
金融イニシアティブ特別顧問 
川崎市国際環境施策参与 

基調講演・特別講演 

 特別セッション 

 17 日 10︓00〜10︓15 展示会場  18 日 10︓35〜11︓15 大ホール  18 日 14︓00〜14︓30 大ホール 

「サステナブル実現の鍵を解く」『若手実走者』たちのパネルディスカッション 

  愛沙子 氏 

パネラー 

株式会社 arca CEO 
Creative Director  

伊達 ルーク 氏 

パネラー 

ビジョナリー・ストラテジスト 
NPO 法人 UMINARI 
代表理事  

村木 風海 氏 
パネラー 

化学者・発明家 
一般社団法人炭素回収 
技術研究機構（CRRA） 
代表理事 

ファシリテーター 

 18 日 14︓40〜15︓40 大ホール 

山岡 仁美 氏 
組織変革ファシリテーター 
株式会社グロウスカンパニー＋ 
代表取締役 

社会課題の解決に取り組む若手実業家等をパネリストに迎え、未来が真に持続可能になるために必要なものは何か、 
独自の視点でクロストークを展開していただきます。 
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（２）環境出前授業 

環境分野でも業界をリードする民間企業等の協力により、市内の小学生を対象に環境学習を実施します。 

（３）オンラインコンテンツ（セミナー等）のアーカイブ配信 
   公式ホームページ上に、関連するセミナ―等の情報をオンラインコンテンツとしてアーカイブ配信します。 

 

 
（４）ビジネスマッチング機会の創出に向けた様々な取組 

参加者の皆様の販路開拓等につなげるため、オンラインとリアルを組み合わせて、様々な効果的な施策を実施します。 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

カーボンニュートラルコンビナート形成に向けた 
川崎市の取組 

川崎市臨海部国際戦略本部 
成長戦略推進部 

17 日 15︓30〜16:30 
展示会場 

ENEOS の水素社会実現への取組 ENEOS 株式会社 国内水素サプライチェーングループ 
グループマネージャー 中川 幸次郎 氏 

17 日 16︓00〜16:30 
展示会場 

成長戦略として考える SDGs とは 
〜“本業で儲ける SDGs”を推進するために〜 

【第１部】 法政大学デザイン工学部 教授 川久保 俊 氏 
【第 2 部】 日本能率協会 主任講師 中川 優 氏 

17 日 14︓00〜16:00 
中会議室 

花王の ESG の取組 環境調和活動について 
花王グループカスタマーマーケティング株式会社 
社会コミュニケーション部門 KLP 推進部 
部長 松田 紀子 氏 

17 日 14︓05〜14:45 
展示会場 

川崎市 ESG ファイナンスモデル事業報告会 岡村建興株式会社 代表取締役 岡村 清孝 氏 
株式会社協和商会 代表取締役 小川 信彦 氏 

17 日 14︓50〜15:20 
展示会場 

SDGs の視点から取組を考える 
慶應義塾大学大学院 
特任教授 高木 超 氏 

18 日 11︓20〜12:00 
大ホール 

授業のテーマ 協力団体 

クルマとミライ（仮） 神奈川トヨタ自動車株式会社 
モノの“とくちょう”を利用してリサイクル 〜理科は地球を救う〜 キヤノン株式会社 
コンセントの向こう側 〜電気の作り方を学ぼう︕〜 株式会社東芝 
再生可能エネルギーについて遊んで学ぼう︕ 国立研究法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）  

脱炭素モデル地区「脱炭素アクションみぞのくち」では、高津区溝口周辺地域で脱炭素化に資する取組を集中的に実施し、脱炭素社会の実現を目指しています。 
「脱炭素アクションみぞのくち推進会議」のメンバーに、2050 年脱炭素社会の展望についてディスカッションをいただきます。 

 脱炭素関連セッション 
▼「みぞのくち」から始まる 脱炭素アクション︕ （18 日 13:00〜13:50 展示会場） 

 

 水素事業関連セミナー 

（パネリスト） ・アマゾンジャパン合同会社 HND6/HND9 サイトリーダー 佐治 洋子 氏 
・富士通株式会社 未来社会＆テクノロジー本部 マネージャー 池田 圭祐 氏 
・川崎市地球温暖化防止活動推進センター センター長 庄司 佳子 氏 

 SDGｓ・ＥＳＧ関連セミナー 

※この他にも、協賛者・支援機関等による多彩な講演・セミナー等を実施予定です。 

問合せ先 
川崎市経済労働局イノベーション推進部 米村 
電話０４４－２００－３２１３ 

来場者登録はホームページで受け付けております。また、各種ＳＮＳで随時情報発信しています。 

https://www.kawasaki-eco-tech.jp/ 

ホームページ 

川崎国際環境技術展 

@ecotechfair 川崎国際環境技術展 

６ その他 

eco_tech_fair 

・出展者の PR 動画等を公式ホームページに掲載 
・会期中の各展示ブースの様子等を、会期後に公式HPに掲載 
WEB 上で閲覧者が開催当日の疑似的体験が可能 

・展示会場内に商談専用スペースを確保 
・会期後にビジネスマッチング会を開催 
 （12 月 6 日（火）＠川崎市産業振興会館） 

 

・中小企業の脱炭素意識醸成セミナー（講師︓東京大学未来ビジョン研究センター教授 高村 ゆかり 氏 他） 
・支援機関セミナー（JETRO、中小企業基盤整備機構）、市関連事業（川崎国際エコビジネスフォーラム） 等 

<オンラインコンテンツ例> 

オンライン 

オンライン リアル 

リアル 
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「低 CO2 川崎ブランド’２２ 認定式」を開催します！ 

市内事業者の優れた環境技術を活かした製品・技術等を「低ＣＯ２川崎ブランド’２２」と

して認定しましたので、お知らせします。また、第１５回川崎国際環境技術展のステージイベ

ントとして、「低ＣＯ２川崎ブランド’２２ 認定式」を開催します。 
 

１ 日 時 令和４年１１月１７日（木） １３時００分～１４時００分 

２ 場 所 カルッツかわさき 展示会場ステージ 

 

【低ＣＯ２川崎ブランド'２２】 １０件を認定。うち大賞として２件を選定。 

 

【 大賞 】 

 花王株式会社 川崎工場 

衣料用濃縮液体洗剤「アタック ZERO」 

         

 

［特徴］  

独自開発の界面活性剤「バイオＩＯＳ」を採用することで、高い洗浄力を発揮するとと

もに、食用油を採取した後に残る用途が限られていた固体油脂を有効活用することでサス

テナブル性を両立した濃縮液体洗剤。製品のコンパクト化による輸送コストの削減や容器

包装プラスチックの削減によりＣＯ２を削減。 

 

【 大賞 】  

株式会社タマック 

        ゼロエネルギー住宅「Vita
ヴィータ

- Z
ゼット

」 

 

 

［特徴］  

太陽光発電システムの標準搭載による創エネと北海道の断熱性能基準値を大きく上回

る省エネ性能によって、使用時の発電量が消費量を上回るゼロエネルギー住宅（ＺＥＨ）。

２×６工法の採用による断熱性能の向上により、ＣＯ２を削減。 

 

※ その他の認定製品等は次頁を御参照ください。 

問合せ先 
川崎市環境局脱炭素戦略推進室 加藤 
電話  ０４４－２００－２３６４ 
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低ＣＯ２川崎ブランド’２２の認定結果について 
 

    

原材料の調達から廃棄等までのライフサイクル全体でＣＯ₂を削減できる市内企

業の製品・技術等をブランドとして認定し、広く発信することで、製品・技術等の

普及を促進して、地球温暖化対策を推進する川崎独自の取組です。 

本事業を開始した 2009 年度から昨年度までに合計 116 件の製品・技術等を認定

しています。 

 

【2022 年度の認定結果】 

事業者名 製品・技術、サービス

1 大賞 花王株式会社 川崎工場
衣料用濃縮液体洗剤
「アタックZERO」

2 大賞 株式会社タマック ゼロエネルギー住宅「Vita-Z」

3
JFEスチール株式会社
東日本製鉄所（京浜地区）

高機能冷却設備Super-RQによる
厚鋼板製造技術

4 株式会社秀光
SUSTAINABLE CHAIR
「SPIN」 415S（カバーＭＬ）

5
東芝インフラシステムズ株式会社
小向事業所

海外DVOR装置（TW4133）

6 東芝キヤリア株式会社
空冷ヒートポンプ式熱源機
「ユニバーサルスマートX EDGE32シリーズ」

7 日本ダスト株式会社
廃棄物に新しい命を吹き込む
リサイクル選別処理

8 株式会社ネクサスエアー バイオマスエアー緩衝材

9 日崎工業株式会社 アウトドアグッズ「Kumpelシリーズ」

10 前田道路株式会社 低炭素合材
 

株式会社ネクサスエアーの「バイオマスエアー緩衝材」は、「川崎メカニズム認証」も同時取得。 

 

川崎メカニズム認証制度は、市内企業が研究・製造した製品等のライフサイクルＣＯ２削減量や、

市外に広く普及することによって市域外でのＣＯ２削減に貢献した量（域外貢献量）を認証し、製

品等のＣＯ２削減量を「見える化」する制度です。 

低ＣＯ２川崎ブランドの概要 
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「第 19 回川崎国際エコビジネスフォーラム」を開催します！ 

環境総合研究所では、脱炭素等に向けた市内企業の優れた環境技術や国内外の取組につい

ての情報交換や発信を目的にフォーラムを開催しています。 
今回は、プラスチックリサイクルに関する資源循環の世界的潮流や川崎市の取組に加えて

各登壇者からの最新動向等を共有しながら、循環型経済社会の構築に向けたプラスチックリ

サイクルへの期待や課題等についてパネルディスカッションを行います。 
 

１ 日  時  令和４年１１月１７日（木）１４：００～１５：２０ 

２ テ ー マ  都市と産業の共生に向けて 

～循環型経済社会におけるプラリサイクル都市への挑戦～ 

３ 開催方法  カルッツかわさき １階 大会議室  

            （第 15 回川崎国際環境技術展（1 日目）と併催） 

※ YouTube Live にて日本語・英語でも同時配信 

４ 定  員  会場７０名 （事前申込、先着順） 

５ 参 加 費  無料 
６ 申込方法  下記 URL（又は二次元コード）の申込フォームから 
                https://logoform.jp/form/FUQz/158750 

７ 申込期間  １１月１４日（月）まで  
    ※申込人数が定員に達した場合、申込受付を終了いたします。 

８ プログラム 
【主催挨拶】 川崎市長 福田紀彦 

【共催挨拶】 国連環境計画（ＵＮＥＰ）（予定） 

 【セッション】 
＜コーディネーター＞  

     国連環境計画（ＵＮＥＰ）プログラムオフィサー 本多俊一氏  

＜パネリスト＞ 
・東京センチュリー株式会社 グローバル営業第一部 次長 青木貴史氏 

・川崎市 環境局生活環境部廃棄物政策担当 担当部長 石原賢一 

・株式会社ＪＥＰＬＡＮ 代表取締役 執行役員社長 髙尾正樹氏 

・株式会社セブン＆アイ・ホールディングス 執行役員 経営推進本部 

サステナビリティ推進部 シニアオフィサー 釣流まゆみ氏 

・環境省 環境再生・資源循環局総務課リサイクル推進室 室長（兼 循環型社会    

推進室長） 水谷努氏                       (50 音順) 

 問合せ先 

川崎市環境局環境総合研究所事業推進担当 深堀 

電話 ０４４－２７６－９００１ 
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